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は じ め に 

健康福祉センター（保健所）は、地域における保健・医療・福祉の広域的・専門

的・技術的拠点という役割のもと、地域住民の健康の保持及び増進を図るために、

様々な分野の公衆衛生行政にかかわる事業を行っています。少子高齢化の急速な 

進展、生活スタイルの変化、疾病構造の変化等、地域保健を取り巻く状況は大きく

変化しており、多様化していく地域社会への対応が必要となっています。圏域や 

国境をこえた公衆衛生課題への取り組みも重要となっています。その一つが薬剤 

耐性(antimicrobial resistance)菌の問題です。 

WHO は 2015 年 5 月に「薬剤耐性に関するグローバル・アクション・プラン」を 

採択し、薬剤耐性を世界的な健康危機と認識して対策を打つための活動を展開して

います。日本においても2016年4月に「薬剤耐性（AMR）アクションプラン2016－

2020」が策定され、ワンヘルスアプローチ（ヒト、動物、環境に関与する関係者が

共同する）による取り組みが始まりました。このアクションプランでは対策を推進

するため、①普及啓発・教育②動向調査・監視③感染予防・管理④抗微生物剤の 

適正使用⑤研究開発・創薬⑥国際協力の6つの分野に分けて、2016年からの5年間

で取り組む目標が設定されています。アクションプランの戦略3.1 「医療、介護に

おける感染予防・管理と地域連携の推進」には、地域の医療機関等と保健所の連携

についても記載されています。現在、保健所は、平常時に医療機関の抗菌薬適正 

使用や院内感染対策の向上に向けた支援を行うとともに、耐性菌感染症発生時には

医療機関と連携した拡大防止に取り組んでいます。2018 年 11 月に出された「薬剤 

耐性ワンヘルス動向調査年次報告書2018」からは、2020年の目標値に達するために、

さらなる AMR 対策の推進と普及が必要な状況です。抗菌薬の適正使用には医療従事

者のみならず患者側の国民の理解が重要です。アクションプランでは、「国民に 

対する薬剤耐性の知識、理解に関する教育啓発・教育活動の推進」が戦略 1.1 と 

して最初に記載されています。AMR臨床リファレンスセンターが中心となり普及啓発

の情報発信を行っていますが、市民の皆さまの知識や理解度は、まだまだ不十分 

です。関係機関の皆さまと連携し情報を発信することで、意識の向上につなげて 

いくことが重要と考えております。 

“知ろう まもろう 抗菌薬 ” （AMRリファレンスセンター 啓発ツールより） 

保健所は、地域の関係機関の皆さまと危機意識を共有し、危機管理対策を実施 

していく所存ですので、今後も 御支援、御協力の程、よろしくお願いいたします。 

なお、事業年報は平成30年度松戸健康福祉センター（保健所）の事業実績をまと

めたものです。地域の資料として御活用いただければ幸いと存じます。 

         令和元年9月  

千葉県松戸健康福祉センター長（松戸保健所長） 新 玲子 
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凡  例 

１ 各表、図は、年とあるものは１月～１２月の暦年、年度とあるものは、４月～翌年３

月の会計年度である。 

２ 各表中、年号表示のない資料は、平成３０年度分（平成３０年４月１日～平成３１年

３月３１日） 

３ 各表欄外の注を参照のこと。 

４ 各表の数字は、単位未満を四捨五入してある。したがって、合計表と内訳の計が一致

しない場合がある。 

５ 各表の符号は、特にことわりのないほかは、次のとおりである。 

「０」掲載単位に満たないもの 

「－」該当なし 

「…」事実不詳又は資料なし 

「△」減少を示す 

 


